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2．中耳炎の難治化・反復'性中耳炎のリスクファクター

２３反復化のリスクファクター

急性中耳炎反復化の要因としては、①宿主（患者）

側の要因、②病因（細菌側の要因)、③治療の要因が

あげられる。現実にはこれらの要因が相互に複雑に絡

み合った結果として、反復性中耳炎が成立していると

考えられる。

2.3.1宿主（患者）側の要因

2.3.1.1年齢（細菌抗原に対する免疫応答の

未熟性）

図6.2.1は細菌性の気道感染症に確患し、鼻咽腔か

ら細菌培養検査を施行した小児の年齢構成を示してい

る。２歳以下の低年齢児の割合が際立っているという

特徴がグラフから読み取れる。反復性中耳炎患児では

血清免疫グロブリン（IgG、IgM、IgA）値は健康小児

と差がないことが報告されており、メジャーな免疫不

全は大部分の例で存在しない。しかしながら、肺炎球

菌茨膜多糖体、インフルエンザ菌Ｐ６蛋白、カタラーリ

ス菌ＣＤ蛋白などのあらゆる菌株に共通して存在し、

感染防御抗体の標的になっている細菌抗原に対し、免

疫応答能の脆弱性があり、これらの抗原に特異的な抗

体の産生に支障を来していると考えられている。

実際に反復性中耳炎患児１７例について検討したと

ころ、血清IgG２値はほぼ正常範囲にあるが､抗肺炎球

2.1中耳炎の難治化と反復I性中耳炎

小児の急’性中耳炎は耳鼻咽喉科の日常診療において

最も頻繁に遭遇する疾患の一つである。commondis‐

easeとして1980年代まではさほど注目を集めること

はなかったが、近年小児急性中耳炎の治療が議論され

る機会が著しく増加した。治療に抵抗し、症状が遷延

する症例が増加したためである。この急性中耳炎の難

治化には一度発症した急性炎症が消退しない状態も含

まれるが、通常このような患者は急性炎症が一時的に

消退した後、比較的短期間の内に炎症を繰り返す、い

わゆる反復性中耳炎の状態を呈することが多い。即ち

難治化の主役は反復性中耳炎であるといえる。

2.2反復性中耳炎とは

一般的に反復性中耳炎の定義は、①６カ月に４回以

上、②１年間に５回以上、または、③２歳までに５回

以上の急性中耳炎に催患した場合とされている。反復

性中耳炎の増加は、治療を受ける患者およびその家族

と治療を提供する医療者の双方にとって大きな問題で

あり、耳鼻咽喉科医には疾患に対する深い理解とそれ

に基づいた適切な対処、治療が求められている。
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．年齢(歳）
図6.2.1上気道感染症患者の年齢分布

１９９９年７月から２００２年５月までの間に根室市立病院耳鼻咽

喉科および小児科において上咽頭細菌検査を施行した１２歳以下

の症例２，９５３例のうち、１歳児が最多で､平均年齢は２．６歳､年

齢の中央値は２歳だった。
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図6.2.2反復性中耳炎患者血清に含まれるlgG2の総量お

よび肺炎球菌特異的lgG2値(点線はカット･オフ値を示す）
反復性中耳炎患者の血清ｌｇＧ２の総量は１９例中１７例が正常範

囲にあったが､肺炎球菌特異的ｌｇＧ２値は１７例中１５例で低値

を示した。
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